
 
 
 
 
   

 

P.4 の「当資料のお取扱についてのご注意」を必ずご確認ください。  1 /6 

 

販売用資料
臨時レポート

SMBC・アムンディ プロテクト＆スイッチ TMファンド 

愛称：あんしんスイッチ TM
 

追加型投信／内外／資産複合

2018 年 2 月 6 日 

 

「SMBC・アムンディ プロテクト＆スイッチ TMファンド」 
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アムンディ・ジャパン株式会社 

 

 

 
 

 

 市場環境について 

 

 昨年来、世界的に株価や原油価格等が上昇し、投資家心理に高値警戒感が生まれやすくな

っているため、投資家の利益確定売りが出やすい状況となっていました。また、今年１月中

旬以降は、長期金利の指標である米国の 10 年国債利回りが 2017 年で最も高い利回りと

なった３月の 2.607％を上回り上昇基調を強めるなか、FRB（米連邦準備理事会）の金融

 

【基準価額の変動は極めて限定的】 

◆プロテクトライン TM を意識し分散を重視した運用スタンスにより、株式市場の急落の

影響は受けているものの、その影響度合いは極めて限定的でした。 

ダウ平均株価が 2 月 2 日と 5 日の 2 日間で合計７％の下落、また日経平均株価も 2 月

5 日と 6 日の 2 日間で合計 7％を超える下落となるなか、2 月 6 日の当ファンドの基準

価額は 9,978 円となっており、2 月 5 日を含めた 2 日間の変動は－0.74％にとどまり

ました。 

 

【プロテクトライン TM について】 

◆プロテクトライン TM は基準価額の下落による影響は受けないため、9,000 円から変動

はありません。 

米国の金利の上昇をきっかけに、2 月２日、５日と２日連続で世界的に株価が大きく下

落し、日本株式市場では６日も引き続き大きく下落しました。それに対して国債市場では、

投資家の質への逃避の動きを受け、５日の海外金利は低下（国債価格は上昇）しました。

 

本レポートでは、「SMBC・アムンディ プロテクト＆スイッチ TM ファンド（愛称：あ

んしんスイッチ TM）」（以下、当ファンド）の運用委託先であるアムンディ アセットマネ

ジメントの足元の運用状況および今後の運用方針についてご報告いたします。 
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政策への注目が集まってきました。2 月 2 日に発表された１月の米雇用統計は、賃金が前

年比で 2009 年６月以来の大幅な伸びとなったことを受け、欧米債券市場では国債利回り

が上昇（国債価格は下落）し、欧米株式市場は大きく下落しました。翌５日になっても株式

市場の動揺は収まらず、日本、欧州、米国の株式市場は大幅続落となりました。しかし欧米

の国債利回りは投資家の質への逃避の動きを受け、特に米国国債で大きく利回りは低下（国

債価格は上昇）しました。６日の日本株式市場でも、日経平均株価の下げ幅は一時 1,600

円を超えるなど、株式市場は引き続き不安定な動きを示しています。 

 

運用状況について 

 

 当ファンドは、プロテクトライン TM を意識し資産、国・地域などの分散を重視した運用

姿勢で投資を行っています。 

 ファンドでは、株価の急落等に対する備えとして、米国国債を一定水準保有していたた

め、今回の株式市場の下落によるファンドの基準価額への影響は軽微にとどまりました。 

 

  

 

    
 

 

 今後の市場見通しと運用方針について 

 

足元では市場は混乱しているものの、１月は欧米ともに良好な経済指標が発表されてい

ることもあり、株式市場全般については強気な見通しを維持しています。 

そのような見通しから、安全資産として米国国債を一定割合保有しつつ、株式の組入比

率は 18％台を維持しています。なかでも欧州株式は、堅調な経済を背景に、米国株式より

は上昇余地が大きいものとみて、比較的高い組入比率としています。 

【資産別配分比率 速報ベース】 【国・地域別比率 速報ベース 】 

・「短期金融資産等」は、現金を含みます。主に日本円であり、一部その他資産も含まれます。 

(2018 年 1 月 31 日時点) 



 
 
 
 
   

 

P.4 の「当資料のお取扱についてのご注意」を必ずご確認ください。  3 /6 

 

販売用資料
臨時レポート

SMBC・アムンディ プロテクト＆スイッチ TMファンド 

愛称：あんしんスイッチ TM
 

追加型投信／内外／資産複合

 

社債に関しては、世界経済が 2017 年および 2018 年に３％成長と予想されることは

市場にとりプラス要因です。欧米の発行体企業の破たんリスクは引き続き低くとどまること

も、投資家が社債に対して強気を維持する一因となっています。こうした点から、当ファン

ドでは投資適格債およびハイイールド債ともに欧州も含め、グローバルに引き続き強気にみ

ています。 

 

 

  設定来の基準価額の推移 (2017 年 7 月 28 日～2018 年 2 月 6 日) 

 

 

 

 

  

 

 

・基準価額は信託報酬控除後です。 

※ 基準価額が常にこれを上回る運用を目指す水準です。ただし、基準価額がプロテクトライン TM を必ず上回る運用をすることを委託

会社が保証するものではありません。なお、設定時の基準価額（10,000 円/1 万口当たり）に対するプロテクトライン TM は 9,000

円です。基準価額がプロテクトライン TM まで下落した場合は、繰上償還となります。基準価額をプロテクトライン TM で確保するため

に、投資信託財産のための契約（保証契約）をクレディ・アグリコル・エス・エー（保証銀行）と締結します。基準価額は保証契約

によりプロテクトライン TM を下回ることなく繰上償還します。保証契約とは、基準価額がプロテクトライン TM を下回らないために必

要となる額を投資信託財産に支払うことで、基準価額をプロテクトライン TM で確保する契約です。したがって、投資元本すべてを保

証するものではありません。なお、当ファンドに保証契約を付加することで、信託報酬とは別に保証料をご負担いただきます。 

 

2018 年 2 月 6 日時点 

 

基準価額       9,978 円

プロテクトライン TM※  9,000 円

純資産総額      2,139 億円



　ファンドの目的

　ファンドの特色

②

④

⑤

　収益分配金に関する留意事項

　投資リスク

安定した収益の確保と投資信託財産の中長期的な成長を図ることを目的として運用を行います。

世界の株式、債券および短期金融資産など、さまざまな資産へ投資し、資産配分を機動的に変更することにより、基

準価額がプロテクトラインTM※1を上回るように運用しつつ、安定的な収益の獲得を目指します。

運用の指図の権限は、アムンディ アセットマネジメントに委託します。

保証契約は、クレディ・アグリコル・エス・エーの信用リスクの影響を受けます。クレディ・アグリコル・エス・
エーが破綻した場合は、保証契約は終了し、ファンドは繰上償還します。この場合、基準価額や償還価額がプロテク

トラインTMを下回る場合があります。

基準価額がプロテクトラインTMを下回らないように、投資信託財産のための契約（保証契約）※2をクレディ・アグリ

コル・エス・エー（保証銀行）と締結します。基準価額がプロテクトラインTMまで下落した場合は、保証契約により

基準価額はプロテクトラインTMを下回ることなく繰上償還します。

③

①

※1 プロテクトラインTMとは、基準価額が常にこれを上回る運用を目指す水準です。ただし、基準価額がプロテク

トラインTMを必ず上回る運用をすることを委託会社が保証するものではありません。なお、設定時の基準価額

（10,000円／ 1万口当たり）に対するプロテクトラインTMは、9,000円です。

プロテクトラインTMは、基準価額の水準に応じて上昇します。一旦上昇したプロテクトラインTMは下がりません。

組入外貨建資産については、為替ヘッジを行うことを基本としますが、一部ヘッジを行わない場合もあります。

※2 保証契約とは、基準価額がプロテクトラインTMを下回らないために必要となる額を投資信託財産に支払うこと

で、基準価額をプロテクトラインTMで確保する契約です。したがって、投資元本すべてを保証するものではありま
せん。
なお、ファンドに保証契約を付加することで、信託報酬とは別に保証料をご負担いただきます。

＜お申込の際には、必ず投資信託説明書（交付目論見書）をご覧ください。＞

当資料のお取扱についてのご注意
■当資料は、法定目論見書の補足資料としてアムンディ・ジャパン株式会社が作成した販売用資料であり、法令等に基づく開示
資料ではありません。■当ファンドの購入のお申込にあたっては、販売会社より投資信託説明書（交付目論見書）をあらかじめ
または同時にお渡しいたしますので、お受取りの上、内容は投資信託説明書（交付目論見書）で必ずご確認ください。なお、投
資に関する最終決定は、ご自身でご判断ください。■当資料は、弊社が信頼する情報に基づき作成しておりますが、情報の正確
性について弊社が保証するものではありません。また、記載されている内容は、予告なしに変更される場合があります。■当資
料に記載されている事項につきましては、作成時点または過去の実績を示したものであり、将来の成果を保証するものではあり
ません。また、運用成果は実際の投資家利回りとは異なります。■投資信託は、元本および分配金が保証されている商品ではあ
りません。■投資信託は値動きのある証券等に投資します。組入れた証券等の値下がり、それらの発行者の信用状況の悪化等の
影響による基準価額の下落により損失を被ることがあります。したがって、これら運用により投資信託に生じた利益および損失
は、すべて投資者の皆様に帰属いたします。■投資信託は預金、保険契約とは異なり、預金保険機構・保険契約者保護機構の保
護の対象ではありません。また、登録金融機関を通じてご購入いただいた投資信託は、投資者保護基金の保護の対象とはなりま
せん。■投資信託のお申込に関しては、クーリングオフの適用はありません。

◆資金動向および市況動向等によっては、上記のような運用ができない場合があります。◆

●分配金は、預貯金の利息とは異なり、投資信託の純資産から支払われますので、分配金が支払われると、その金額相当分、
○基準価額は下がります。
●分配金は、計算期間中に発生した収益（経費控除後の配当等収益および評価益を含む売買益）を超えて支払われる場合があ
○ります。その場合、当期決算日の基準価額は前期決算日と比べて下落することになります。
●また、分配金の水準は、必ずしも計算期間におけるファンドの収益率を示すものではありません。
●投資者のファンドの購入価額によっては、分配金の一部または全部が、実質的には元本の一部払戻しに相当する場合があり
○ます。ファンド購入後の運用状況により、分配金額より基準価額の値上がりが小さかった場合も同様です。

ファンドは、主として世界の株式、債券、不動産投資信託証券（関連する証券（上場投資信託証券等）を含みます）等の値動き
のある有価証券（外貨建資産には為替変動リスクがあります）に実質的に投資しますので、基準価額は変動します。したがっ
て、投資元本が保証されているものではありません。ファンドの基準価額の下落により、損失を被り投資元本を割込むことがあ
ります。ファンドの運用による損益はすべて投資者に帰属します。なお、投資信託は預貯金とは異なります。

基準価額の変動要因としては、価格変動リスク、金利変動リスク、為替変動リスク、資産等の選定・配分リスク、流動性リス
ク、信用リスク等があります。なお、基準価額の変動要因（投資リスク）はこれらに限定されるものではありません。また、そ
の他の留意点として、ファンドの繰上償還、分配金に関する留意事項等があります。詳しくは、投資信託説明書（交付目論見
書）の「投資リスク」をご覧ください。

SMBC・アムンディ プロテクト＆スイッチTMファンド

愛称：あんしんスイッチTM
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　お申込メモ

　手数料・費用等

投資者が直接的に負担する費用

投資者が投資信託財産で間接的に負担する費用

お申込の際は、投資信託説明書（交付目論見書）でご確認ください。

委託会社、
その他の関係法人

委託会社 ： アムンディ・ジャパン株式会社
          　   　金融商品取引業者　関東財務局長（金商）　第350号
            　 　加入協会 ： 一般社団法人投資信託協会、一般社団法人日本投資顧問業協会、
            　 　加入協会 ： 日本証券業協会、一般社団法人第二種金融商品取引業協会
受託会社 ： 株式会社SMBC信託銀行（再信託受託会社：日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社）
販売会社 ： 販売会社については巻末をご参照ください。

ファンドに関する
照会先

アムンディ・ジャパン株式会社
お客様サポートライン　0120-202-900（フリーダイヤル）
受付は委託会社の営業日の午前9時から午後5時まで
ホームページアドレス ： https://www.amundi.co.jp/

解約時手数料

運用管理費用
（信託報酬）・
保証料

純資産総額に対して年率1.4404％（税込）以内※

※ファンドの信託報酬年率1.2204％（税抜1.13％）以内に保証料年率0.22％を加算しております。た

だし、基準価額がプロテクトラインTMまで下落し、繰上償還が決定した場合は、繰上償還決定の翌日から
償還日までは保証料（年率0.22％）のみとなります。
◆上記の運用管理費用（信託報酬）および保証料は有価証券届出書作成日現在のものです。

その他の費用・
手数料

その他の費用・手数料として下記の費用等が投資者の負担となり、ファンドから支払われます。
・有価証券売買時の売買委託手数料および組入資産の保管費用などの諸費用
・信託事務の処理等に要する諸費用（監査費用、目論見書・運用報告書等の印刷費用、有価証券届出書関
連費用等を含みます。）
・投資信託財産に関する租税　等
＊ その他の費用・手数料の合計額は、運用状況等により変動するものであり、事前に料率、上限額等を
表示することはできません。

購入代金

購入換金申込
受付不可日

ユーロネクストの休業日、フランスの祝休日、または12月24日である場合には受付けません。

換金制限 委託会社の判断により、一定の金額を超える換金申込には制限を設ける場合があります。

購入単位

投資者の皆様に実質的にご負担いただく手数料等の概要は以下のとおりです。ファンドの費用の合計額については保有期間等に
応じて異なりますので、表示することはできません。詳しくは投資信託説明書（交付目論見書）をご覧ください。

信託期間 2033年7月11日までとします。（設定日：2017年7月28日）

購入時手数料 ありません。

決算日 年1回決算、原則として毎年7月11日です。休業日の場合は翌営業日とします。

収益分配
原則として毎決算時に収益分配方針に基づいて分配を行います。収益分配金の「再投資」を選択した場
合、税引後無手数料で再投資されます。

課税関係
課税上は、株式投資信託として取扱われます。
公募株式投資信託は税法上、少額投資非課税制度の適用対象です。
配当控除および益金不算入制度は適用されません。

ありません。 信託財産留保額 ありません。

＜分配金受取りコース＞（新規申込み）10万口以上1万口単位、（追加申込み）1万口以上1万口単位
＜分配金再投資コース＞（新規申込み）10万円以上1円単位、（追加申込み）1万円以上1円単位

購入価額 購入申込受付日の翌営業日の基準価額とします。

換金価額 換金申込受付日の翌営業日の基準価額とします。

原則として、購入申込受付日から起算して6営業日目までにお申込みの販売会社にお支払いください。

換金単位
＜分配金受取りコース＞ 1万口単位
＜分配金再投資コース＞ 1万円以上1円単位または1口単位

申込締切時間 原則として毎営業日の午後3時までに購入・換金のお申込みができます。

申込受付の中止
および取消し

• 委託会社は、金融商品取引所等における取引の停止、外国為替取引の停止、決済機能の停止、その他や
むを得ない事情があるときは、購入・換金の申込受付を中止すること、および既に受付けた購入・換金の
申込受付を取消すことができます。
• 基準価額がプロテクトラインまで下落した場合は繰上償還となり、その翌営業日以降の購入申込受付は
中止します。また、償還日前の一定期間（およそ2週間）の換金申込は受付けない場合があります。

換金代金 換金申込受付日から起算して、原則として6営業日目からお支払いします。

SMBC・アムンディ プロテクト＆スイッチTMファンド

愛称：あんしんスイッチTM

販売用資料
月次レポート

追加型投信／内外／資産複合

SMBC・アムンディ プロテクト＆スイッチTMファンド

愛称：あんしんスイッチTM

追加型投信／内外／資産複合

販売用資料
臨時レポート
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　販売会社一覧（業態別・五十音順）
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○

○

○株式会社三井住友銀行 登録金融機関 関東財務局長(登金)第54号 ○

○SMBC日興証券株式会社 金融商品取引業者 関東財務局長(金商)第2251号 ○○

一般社団

法人第二
種金融商

品取引業

協会

金融商品取引業者等 登録番号

日本証券

業協会

一般社団

法人投資
信託協会

一般社団

法人日本
投資顧問

業協会

一般社団

法人金融
先物取引

業協会
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